
食品添加物規制の現状

添加物とは、食品の製造の過程において又は食品

の加工若しくは保存の目的で、食品に添加、混和、浸

潤その他の方法によって使用するもの

保存料、甘味料、着色料、香料等が該当。

食品添加物とは（食品衛生法第４条第２項）
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食品添加物の指定（食品衛生法第１０条）

○ 厚生労働大臣が定めたもの以外の製造、輸入、使用、販売
等は禁止

○ ただし，
①一般に飲食に供されるもので添加物として使用されるもの
②天然香料
については規制対象外

○ 未指定の添加物を使用した場合には食品衛生法第１０条違反
となる。

10



食品添加物

化学的合成品

天然物

指定対象 指定対象外

一般飲食物添加物

天然香料
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我が国で使用が認められている食品添加物の種類
（平成１９年１月現在）

指定添加物指定添加物((３３６６４４品品目目)) 厚生労働大臣が定めたもの厚生労働大臣が定めたもの。。

既存添加物既存添加物((４４５０５０品目品目)) 平成７年平成７年の改正の改正食衛法食衛法によりにより、範囲、範囲
が化学合成品のみが化学合成品のみからからすべての添加物すべての添加物（天然物を含む）（天然物を含む）にに
拡大。拡大。 法改正時法改正時に、に、既に既に日本で日本で広く使用され、長い食経広く使用され、長い食経
験があるものは、法改正験があるものは、法改正後後もその使用、販売等が認められもその使用、販売等が認められ
ていているる。（。（既存添加物名簿既存添加物名簿））

天然香料天然香料（（約６００品目約６００品目）） 動植物から得られる天然物質で、動植物から得られる天然物質で、
香り付け香り付けのの目的で使用目的で使用するものするもの。。

一般飲食物添加物一般飲食物添加物（（約１００品目約１００品目）） 一般に飲食されている一般に飲食されているが、が、
添加物として添加物としてもも使用使用するものするもの。。
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